
子育てで悩んでいたと
き、伊藤さんに話を聞
いてもらって安心でき
ました。他の参加者か
らアドバイスをもらえ
るのも心強いです みんなと遊ん

だり、食べた
りするのが楽
しいよ

み
や
じ
ま
　
む
つ
こ

ら

い
と
う
　
ひ
ろ
や
す
　

よ
し
こ

育
っ
た
環
境
が
、
人
間
形
成
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
実
感
。
「
人
は
、

自
分
が
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
他
人
に
す

る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
思
い
や
り

を
受
け
て
育
っ
た
ら
、
思
い
や
り
の
あ

る
人
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち

に
、
信
じ
ら
れ
る
大
人
が
い
る
ん
だ
、

と
い
う
体
験
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
す
。
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
に
は
「
こ

こ
に
、
あ
な
た
の
た
め
に
握
っ
た
お
む

す
び
が
あ
る
よ
」
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
夫
の
博
康
さ
ん
も
美
子

さ
ん
の
考
え
に
共
鳴
し
、
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
保
護
者
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
も

多
い
美
子
さ
ん
は
「
保
護
者
に
と
っ
て

も
ほ
っ
と
で
き
る
場
に
し
た
い
。
私
も
、

親
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
た
ち
の
お
か

げ
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
、

子
育
て
を
応
援
す
る
の
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
住
宅
街
に
あ
る
個

人
宅
の
カ
ー
ポ
ー
ト

に
、
に
ぎ
や
か
な
声

が
響
き
ま
す
。
月
に

１
回
、
伊
藤
博
康
さ

ん
・
美
子
さ
ん
が
自

宅
を
開
放
し
て
行
っ
て
い
る
、
学
習
支

援
と
ご
飯
と
遊
び
の
場
「
お
む
す
び
こ

ろ
り
ん
」
の
開
催
日
。
正
午
か
ら
午
後

４
時
30
分
ま
で
な
ら
、
幼
児
や
小
・
中

学
生
、
保
護
者
が
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
毎
回
、
約
40
人
の
子
供
や
保
護
者

が
集
ま
り
、
食
事
を
し
た
り
、
学
習
し

た
り
、
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
食
事
の
準

備
や
学
習
支
援
を
行
う
の
は
、
伊
藤
さ

ん
夫
妻
や
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
。
参
加
は

無
料
で
、
運
営
費
は
伊
藤
さ
ん
の
自
己

負
担
や
、
参
加
者
の
寄
附
な
ど
で
賄
っ

て
い
ま
す
。

　
伊
藤
美
子
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
士
や

精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
の
経
験
か
ら
、

旭川食品加工協議会会長の
金田道従さん

子
供
た

ち
の笑
顔のため

に
！集

は
何
か
を
考
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
宮
嶋
睦
子
さ
ん
は
「
子
育
て
を

応
援
す
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
始

め
ま
し
た
」
と
子
供
食
堂
開
催
の
動
機

を
話
し
ま
す
。

　
楽
っ
こ
ル
ー
ム
に
は
、
主
に
小
学
生

の
他
、
外
に
出
る
機
会
が
少
な
い
高
齢

者
も
参
加
で
き
ま
す
。
子
供
は
調
理
に

参
加
し
た
ら
食
事
は
無
料
、
大
人
は
１

回
3
0
0
円
の
参
加
費
が
必
要
。
宮
嶋

さ
ん
は
「
地
域
の
み
ん
な
で
一
緒
に
料

理
を
作
っ
て
食
べ
た
こ
と
が
心
に
残
っ

て
い
た
ら
、
大
人
に
な
っ
て
も
食
を
大

事
に
思
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
」

と
食
育
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
宮
嶋
さ
ん
た
ち
は
「
長
く
活
動
を
続

け
て
、
色
々
な
状
況
に
あ
る
子
供
や
高

齢
者
が
楽
し
く
集
ま
れ
る
場
と
し
て
、

地
域
に
根
付
か
せ
た
い
」
と
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
神
楽
公
民
館
の
調

理
実
習
室
。
エ
プ
ロ

ン
を
し
た
子
供
た
ち

が
楽
し
そ
う
に
料
理

を
し
、
出
来
上
が
っ

た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
月
に
１
回
土
曜
日
に
開
催

し
て
い
る
子
供
食
堂
の
「
楽
っ
こ
ル
ー

ム
」
。
子
供
食
堂
は
、
食
を
通
し
て
、

学
校
や
家
庭
以
外
の
子
供
の
居
場
所
を

提
供
す
る
取
組
み
と
し
て
全
国
に
広
が

っ
て
お
り
、
現
在
市
内
に
は
７
か
所
の

子
供
食
堂
が
あ
り
ま
す
。

　
楽
っ
こ
ル
ー
ム
を
運
営
し
て
い
る
の

は
、
神
楽
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
や

神
楽
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
実
行
委
員
会
。
民
生
委
員
児
童
委
員

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
地
域
を
よ
く
知

る
メ
ン
バ
ー
が
、
地
域
に
必
要
な
支
援

一
緒
に

食べ
る楽しさ

を ！

食

子供は未来を担う宝であり、地域全体で成長を見守ることが大切です。
核家族やひとり親家庭が増えたり、地域のつながりが希薄になったりする中、

子供が安心して過ごせる「居場所」づくりに取り組む人たちやその活動を紹介します。

　全国的に広まりつつある子供食堂に対し、食
品を製造している立場で何かできることはない
かと思っていたところ、市内での活動を知りま
した。旭川食品加工協議会に加盟する食品メー
カーに呼び掛けて、食品を提供させてもらうこ
とにしました。必要として活用してもらえるの
で、私たちもうれしいです。地域の食材などに
ついても子供たちに知ってもらい、食育につな
がるような仕組みを考えていきたいです。

企業が子供食堂に食品を提供

市内の子供食堂

この日の食事は流しそうめん。みんなで食べると一層
おいしい！

※参加には申込みが必要。開催日や時
　間が変更になる場合があるので、電
　話で確認を。

　子供食堂に食材を提供したい方、
子供食堂の運営に関心のある方は、
旭川おとな食堂（多機能型事業所あ
ーる内　　73・6692）に連絡を。

自宅を開放して「おむすび
ころりん」を開催している
伊藤さん夫妻

○子供たちが作っ
たカレーライス

○「楽っこルーム」
実行委員会会長の
宮嶋睦子さん

黒川美奈さん・瑶紀さん
くろかわ　み　な

かねた　みちつぐ

たまき

↑

↑

　日時　　会場　　詳細を表します日 所

こども食堂
　毎月１回　16：30～19：30
　北星公民館（北門町８）
　北門児童センター　52・0765

うれシぱこども食堂
　毎月１回　10：00～14：00
　　旅とぴあ北海道（宮下通23
　32・3910）

おてらde食堂
　隔月１回　10：00～13：30
　妙善寺（永山４の20）　
　旭川大学短期大学部近藤ゼミ
　48・3121

おむすびころりん
　毎月１回　12：00～16：30
　　伊藤宅（南３の25　　080・1
890・8536）

わいわい食堂
　隔月１回　９：00～13：00
　東部住民センター（東光５の２）
　東光児童センター　32・1473

楽っこルーム
　毎月１回　10：30～13：00
　神楽公民館（神楽３の６）
　神楽児童センター　63・6201

ハートフレンドカムカム
　毎月１回　12：00～14：30
　神居公民館（神居２の９）ほか
　神居児童センター　69・2225
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カーに呼び掛けて、食品を提供させてもらうこ
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がるような仕組みを考えていきたいです。
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市内の子供食堂

この日の食事は流しそうめん。みんなで食べると一層
おいしい！

※参加には申込みが必要。開催日や時
　間が変更になる場合があるので、電
　話で確認を。

　子供食堂に食材を提供したい方、
子供食堂の運営に関心のある方は、
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自宅を開放して「おむすび
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伊藤さん夫妻
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宮嶋睦子さん

黒川美奈さん・瑶紀さん
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し
み
ず

ふ
ゆ
き

お
か
も
と
　
ち
は
る

よ
こ
や
ま
　し
ゅ
ん
や

　居
場
所
に
お
け
る
大
人
の
役
割
は
？

　
子
供
の
た
め
に
と
、
大
人
は
つ
い
先

回
り
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
く
な
り
ま

す
が
、
子
供
を
受
け
止
め
、
話
を
聞
き
、

待
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
子
供
は
失
敗

か
ら
学
び
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
自
分

自
身
で
解
決
し
て
い
く
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
力
を
信
じ
る
の
が
、
大
人

の
役
割
で
す
。

　
子
供
の
居
場
所
は
、
大
人
の
居
場
所

に
も
な
り
ま
す
。
私
自
身
、
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
た
と
き
は
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っ
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が
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と
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も
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に
支
え
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と
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じ
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す
。
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か
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れ
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こ
と
は
？
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家
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や
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親
家
庭
、
共
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き

家
庭
が
増
え
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
る
中
で
は
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す
子
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で
す
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子
供
た
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は
、
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が
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る
こ
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と
思
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。
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は
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子
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が
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で
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る
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地
域
の
居
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が
、
市
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各
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に

生
ま
れ
る
と
良
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と
思
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す
。
支
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者
の
連
携
や
勉
強
も
必
要
で
す
。
関
心

の
あ
る
人
は
、
今
あ
る
居
場
所
に
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を

運
ん
で
、
見
学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
旭
川
で
最
初
に
居
場
所
と
し
て
の
子

供
食
堂
が
始
ま
っ
た
の
は
、
平
成
27
年
。

以
来
、
次
々
と
市
民
に
よ
る
子
供
の
居

場
所
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
当

初
か
ら
居
場
所
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い

る
、
旭
川
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
の

清
水
冬
樹
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　子
供
の
居
場
所
と
は
？

　
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
が
い

て
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る

場
で
す
。
こ
こ
で
は
、
家
庭
や
学
校
の

先
生
以
外
の
大
人
と
、
関
係
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
信
頼
で
き
る

大
人
や
仲
間
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、

子
供
は
自
己
肯
定
感
を
育
み
、
将
来
の

希
望
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
す
。
出
会
っ

た
大
人
が
、
生
き
る
上
で
の
憧
れ
や
目

標
に
な
っ
た
り
、
家
で
も
学
校
で
も
話

せ
な
い
こ
と
を
話
せ
る
相
手
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

広
が
る
、市
民
に
よ
る
居
場
所
づ
く
り

て
も
ら
お
う
と
始
ま
り
ま
し
た
。
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
年
齢
の
近
い
大
人
で

あ
る
大
学
生
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
気

軽
に
悩
み
を
相
談
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
２
年
生
の

横
山
瞬
也
さ
ん
は
、
１
年
生
の
と
き
か

ら
、
ゆ
ず
り
は
で
学
習
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
「
将
来
自
分
が
進
み
た
い
道
を

選
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
勉
強
が
苦
手

な
子
供
た
ち
に
も
『
で
き
な
い
』
と
諦

め
な
い
で
ほ
し
い
ん
で
す
。
数
学
が
苦

手
だ
と
い
う
子
が
多
い
の
で
す
が
、
で

き
る
だ
け
面
白
さ
が
分
か
る
よ
う
に
工

夫
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
通
っ
て
い

る
う
ち
に
、
『
難
し
い
』
が
『
面
白
い

ん
だ
ね
』
に
変
わ
る
と
き
が
、
う
れ
し

い
で
す
。
教
員
を
目
指
す
自
分
に
と
っ

て
は
自
信
に
も
な
り
ま
す
」
と
、
生
き

生
き
と
し
た
表
情
で
話
し
ま
す
。

　
北
星
地
区
セ
ン
タ

ー
の
１
室
で
毎
週
土

曜
日
に
開
催
さ
れ
て

い
る
「
ゆ
ず
り
は
」

は
、
北
海
道
教
育
大

学
旭
川
校
の
学
生
を

中
心
と
し
た
学
習
支
援
の
場
で
す
。

　
午
後
６
時
30
分
、
小
・
中
学
生
や
高

校
生
が
、
学
習
道
具
を
持
っ
て
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
３
〜
４
人
が
机
を
囲
み
、

指
導
者
が
１
人
付
き
ま
す
。
そ
の
日
持

参
し
た
教
科
書
や
ド
リ
ル
な
ど
で
自
由

に
学
習
で
き
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
指
導
者
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
料

金
は
参
加
費
と
し
て
、
１
人
１
回
１
０

０
円
で
、
こ
れ
を
施
設
利
用
料
に
充
て

て
い
ま
す
。

　
ゆ
ず
り
は
は
、
「
学
ぼ
う
と
す
る
者
、

皆
学
べ
る
世
の
中
へ
」
の
思
い
で
、
子

供
た
ち
に
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
付
け

子
供
た
ち
は
思
い
思
い
に
遊
び
出
し
ま

す
。
始
め
は
遠
慮
し
て
周
り
の
様
子
を
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て
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た
子
も
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ん
だ
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と
自
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の

遊
び
方
を
見
つ
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て
い
き
ま
す
。
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泥
だ
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ず
ぶ
ぬ
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と
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ぐ
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供

同
士
で
ト
ラ
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ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
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が
、
大
人
は
介
入
せ
ず
に
見
守
り

ま
す
」
と
岡
本
さ
ん
。
子
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は
遊
び
の

中
か
ら
様
々
な
発
見
を
し
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
今
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は
も
っ
と
地
域
を
巻
き
込
ん

で
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子
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を
地
域
全
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で
応
援
し
、

サ
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し
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け
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思
っ
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。
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っ
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成
長
し
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い
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て

ほ
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で
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岡
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。
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発
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り
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」
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各
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で
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プ
レ
ー

パ
ー
ク
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い
う
活

動
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し
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広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
は
２
つ
の
プ
レ
ー
パ

ー
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が
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す
が
、
そ
の
１
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運

営
す
る
岡
本
千
晴
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私
の
子
供

の
頃
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危
険
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ら
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供
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遊
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れ
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多
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。
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な
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、

や
り
た
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こ
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挑
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で
き
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で
す
」
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。

　
こ
れ
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で
神
楽
岡
公
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広
場
な
ど

で
プ
レ
ー
パ
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。
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ー
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の
板
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管
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◎

　
市
内
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
他
に
も
、

地
域
の
子
供
と
大
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が
集
う
居
場
所
が

た
く
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生
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す
。
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の
補
助
を
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
で
子
供
を
見
守
り
育
て
る
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が
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応
援
し
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。
ま
た
、

７
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に
実
施
し
た
子
供
の
生
活
実
態
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
子
供
が
安
心
し
、

希
望
を
持
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
の
充
実
や
改

善
に
つ
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て
い
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ま
す
。

【
詳
細
】
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　25
・
9
1
2
8

と　き　10月８日㈰  10：00～15：30
ところ　大雪クリスタルホール（神楽３の７）
講　師　社会活動家　湯浅　誠さんほか
　　　　※詳細は市　に掲載。
【申込】10月２日㈪までに
子育て支援課　25・9128

全国や旭川の子供の居場所の現状、市民社会が
できる子供支援などについて紹介します

学
ぶ
習

慣を
身に付け

て ！

学

　や
っ

てみ
たい！に

挑
戦遊

私たちも応援しています！

in 旭川・道北

子供たちのために、まちの
ために、自分ができること
を続けていきたいと思って
います。地域全体で子供を
見守るまちにしたいです！

遊びのお手伝いをしていま
す。人との関わりが苦手な
子が、何度も来るうちに他
の子と遊べるようになった
姿を見て、うれしかった！

食事を作ったり、参加した
人の話を聞いたりしていま
す。保護者にとっても、子
供食堂のような場が必要で
す！

斉藤幸波さん
さいとう　こうは

佐藤節子さん
さ と う 　せ つ こ

中村摩維子さん
なかむら　 ま い こ

〈フォーラム〉

○プレーパーク
を運営する岡本
千晴さん。次回
開催は、おやこ
寺子屋のフェイ
スブックを参照
【詳細】岡本さ
ん　090・740
2・8066

○旭川大学短期大学部の学生が主催する「だ
いがくでプレーパーク」。次回は10月15日
㈰ 11：00～16：00、旭川大学（永山３の
23）中庭で開催
【詳細】旭川大学短期大学部清水ゼミ
　48・3121
※持ち物等については、同大学
　の清水ゼミ　を参照。

旭川大学短期大学部准教授の
清水冬樹さん

特集

↑

↑

子ども居場所
●毎週火曜日＝春光台公民館（春光台
３の３）　●毎週木曜日＝春光台地区
センター（春光台３の５）
※いずれも15：30～17：30。小学４
　年生～中学３年生対象。申込み不要。
【詳細】春光台公民館　53・5620

○ゆずりはは申込み
不要。開催日などは
北星地区センター
（　51・9800）に
問合せを

○学習支援をしてい
る横山瞬也さん

↑

↑

子供食堂に
差し入れに来た
子供食堂に
差し入れに来た

西嶋　徹さん
にしじま　　 とおる

イン

春光台・鷹の巣
まちづくり推進協議会

他にもあるよ！
地域による学習支援
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中
心
と
し
た
学
習
支
援
の
場
で
す
。

　
午
後
６
時
30
分
、
小
・
中
学
生
や
高

校
生
が
、
学
習
道
具
を
持
っ
て
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
３
〜
４
人
が
机
を
囲
み
、

指
導
者
が
１
人
付
き
ま
す
。
そ
の
日
持

参
し
た
教
科
書
や
ド
リ
ル
な
ど
で
自
由

に
学
習
で
き
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
指
導
者
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
料

金
は
参
加
費
と
し
て
、
１
人
１
回
１
０

０
円
で
、
こ
れ
を
施
設
利
用
料
に
充
て

て
い
ま
す
。

　
ゆ
ず
り
は
は
、
「
学
ぼ
う
と
す
る
者
、

皆
学
べ
る
世
の
中
へ
」
の
思
い
で
、
子

供
た
ち
に
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
付
け

子
供
た
ち
は
思
い
思
い
に
遊
び
出
し
ま

す
。
始
め
は
遠
慮
し
て
周
り
の
様
子
を

見
て
い
た
子
も
、
だ
ん
だ
ん
と
自
分
の

遊
び
方
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
「
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
り
、
ず
ぶ
ぬ

れ
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
子
供
が
成

長
す
る
た
め
の
経
験
。
少
し
ぐ
ら
い
の

け
が
も
遊
び
に
は
付
き
物
で
す
。
子
供

同
士
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
大
人
は
介
入
せ
ず
に
見
守
り

ま
す
」
と
岡
本
さ
ん
。
子
供
は
遊
び
の

中
か
ら
様
々
な
発
見
を
し
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
今
後
は
も
っ
と
地
域
を
巻
き
込
ん

で
、
子
育
て
を
地
域
全
体
で
応
援
し
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
親
に
も
子
に
も
、
地
域
の

人
た
ち
が
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
と
感
じ
な
が
ら
、
成
長
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
、
岡
本
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　
「
子
供
自
身
の
自

由
な
発
想
で
遊
べ
る

場
所
を
つ
く
り
た
い
」

そ
ん
な
思
い
が
、
全

国
各
地
で
「
プ
レ
ー

パ
ー
ク
」
と
い
う
活

動
と
し
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
は
２
つ
の
プ
レ
ー
パ

ー
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
１
つ
を
運

営
す
る
岡
本
千
晴
さ
ん
は
「
私
の
子
供

の
頃
と
違
い
、
今
は
、
危
険
だ
か
ら
、

周
り
に
迷
惑
だ
か
ら
と
子
供
の
遊
び
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
そ
う
し
た
制
限
を
な

く
し
、
子
供
が
自
分
の
責
任
と
発
想
で
、

や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
場
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
神
楽
岡
公
園
や
広
場
な
ど

で
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
開
催
。
ビ
ー
ル
箱

や
木
の
板
、
塩
ビ
管
な
ど
を
置
い
て
お

く
と
、
土
や
水
、
植
物
な
ど
も
使
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
◎

　
市
内
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
他
に
も
、

地
域
の
子
供
と
大
人
が
集
う
居
場
所
が

た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
子
供
食
堂
や
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
行
う

学
習
支
援
へ
の
補
助
を
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
で
子
供
を
見
守
り
育
て
る
輪
が
広

が
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

７
月
に
実
施
し
た
子
供
の
生
活
実
態
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
子
供
が
安
心
し
、

希
望
を
持
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
の
充
実
や
改

善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
詳
細
】
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　25
・
9
1
2
8

と　き　10月８日㈰  10：00～15：30
ところ　大雪クリスタルホール（神楽３の７）
講　師　社会活動家　湯浅　誠さんほか
　　　　※詳細は市　に掲載。
【申込】10月２日㈪までに
子育て支援課　25・9128

全国や旭川の子供の居場所の現状、市民社会が
できる子供支援などについて紹介します

学
ぶ
習

慣を
身に付け

て ！

学

　や
っ

てみ
たい！に

挑
戦遊

私たちも応援しています！

in 旭川・道北

子供たちのために、まちの
ために、自分ができること
を続けていきたいと思って
います。地域全体で子供を
見守るまちにしたいです！

遊びのお手伝いをしていま
す。人との関わりが苦手な
子が、何度も来るうちに他
の子と遊べるようになった
姿を見て、うれしかった！

食事を作ったり、参加した
人の話を聞いたりしていま
す。保護者にとっても、子
供食堂のような場が必要で
す！

斉藤幸波さん
さいとう　こうは

佐藤節子さん
さ と う 　せ つ こ

中村摩維子さん
なかむら　 ま い こ

〈フォーラム〉

○プレーパーク
を運営する岡本
千晴さん。次回
開催は、おやこ
寺子屋のフェイ
スブックを参照
【詳細】岡本さ
ん　090・740
2・8066

○旭川大学短期大学部の学生が主催する「だ
いがくでプレーパーク」。次回は10月15日
㈰ 11：00～16：00、旭川大学（永山３の
23）中庭で開催
【詳細】旭川大学短期大学部清水ゼミ
　48・3121
※持ち物等については、同大学
　の清水ゼミ　を参照。

旭川大学短期大学部准教授の
清水冬樹さん

特集

↑

↑

子ども居場所
●毎週火曜日＝春光台公民館（春光台
３の３）　●毎週木曜日＝春光台地区
センター（春光台３の５）
※いずれも15：30～17：30。小学４
　年生～中学３年生対象。申込み不要。
【詳細】春光台公民館　53・5620

○ゆずりはは申込み
不要。開催日などは
北星地区センター
（　51・9800）に
問合せを

○学習支援をしてい
る横山瞬也さん

↑

↑

子供食堂に
差し入れに来た
子供食堂に
差し入れに来た

西嶋　徹さん
にしじま　　 とおる

イン

春光台・鷹の巣
まちづくり推進協議会

他にもあるよ！
地域による学習支援
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